子育て体験記「息子の家出」
キャサリン
　都市部　母、息子、娘の３人家族
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０代　持ち家
今はもう、社会人となり私の手を離れ、巣立っていった子どもたち。今、思い返せば並大抵の苦労ではなかった。
我が家は母子家庭であり、息子と娘の３人家族である。毎日朝早くから、子どもたちをたたき起こし、洗濯、食事、やっと送り出して、自分は時間との戦いで、職場へ急ぐ。帰ったらまた食事つくり・・・食べ盛りであるが、どの子も文句が多い。「母さんは本当に料理がへた」と子どもたちから言われる。一番ショックだったのは「母さん、給食って本当においしいよ。」がっくり・・・。よその子に聞いても「給食がうまい」というのはあまり聞いたことがない。それほど私の料理がひどいということなのか・・・。帰ってからも、明日の準備など、持ち帰り仕事に追われる。子どもには自然と小言ばかりが多くなる。もっとゆとりをもってとは思うが、日々過ごしていくだけで必死であった。やっとほっとするのは、子どもたちが眠ったあとのわずかな時間である。困ったことがあっても相談する人もなく、自分ひとりで解決してきた。女一人で長年生きてくると、いつのまにか気が強くなるのである。父親と母親の二役をしなければという思いで、こんなにも肩に力が入ってしまうのか・・・。
そんな息子が小学校５年生の１１月、肌寒くなった日のことである。やっと明日がお休みという土曜日の夜のことである。私の言うことも全く聞かない息子は、宿題もせず、風呂も入らず、自分の部屋でいつまでも遊んでいる。「早く風呂、入らな！」「うん」と返事は、一応する。部屋をのぞくが、いっこうに言うことを聞かない。「はよ、さっさとやり」だんだんと口調がきつくなる。いらいらがたまってきた。１１時になっても、風呂に入らず、寝ようともしない。いつになったらやるのか。とうとう頭にきた私は、「いつになったら、母さんの言うこと聞くの？そんなんやったらもう家でてき！」息子も頭にきた様子で、自転車の鍵を持って出ていってしまった。
この自転車は、４年生になってやっと買ってもらった息子にとって宝物の大切な自転車である。私も我慢をさせようと、まわりの友達がみな持っている中で、なんと言われても頼まれても、頑として買わなかった。そして誕生日、欲しかったピカピカの自転車を買った。それからは、大切に、大切に乗った。雨が降ってびしょびしょに濡れて帰ったときも、自分の体よりも先に自転車をきれいにふき、「自転車はいいで、早く体ふき」と叱ったものである。その大切な自転車で息子は家を出た。しばらくしたらすぐ戻ってくるだろうと、たかをくくっていた。ベッドで横になっても、一睡もできない。「もう帰ってくるか」と思いながら、物音がすると外に出てあちこち探し回るうち、ついに真夜中になってしまっていた。

こんな時間に祖父母に電話をかけ、心配をさせるわけにはいかない。警察に届けるのも気がひけた。救急車の音にはびくびくした。「ひょっとして・・・。やっぱり女一人で子どもを育てるのは難しい。特に男の子は・・・。」と思った。涙が頬をつたう。「無事でいて・・・。」朝になってあちこち電話をかけるがいない。どうしよう。

もう一度、町中を捜す。時計は、朝の９時。子どもの好きだった亀の池がある。そこに見覚えのある姿が・・・。息子の名を呼ぶと振り返る。照れくさそうな顔。「あっーよかった。」ほっと一安心。ため息をつく。

「どこ　いっとったの。」「岐阜・・・。」そこからことばは続かない。

「へーよう行ったな。」「帰って、ごはん食べよ。」「ごめんな。母さん怒りすぎた。」だまってうなずく息子。
家へ帰ると温かい味噌汁とご飯をたらふく食べ、すぐに二人とも安心してぐっすりと眠ってしまった。

聞けば、一晩中走り続けて岐阜まで行ってしまったそうだ。トレーナー１枚の格好で出てしまい、夜風で風を切って走ると、体が凍えきったようだ。自転車の前かごにあった自転車拭きのぼろ雑巾を、マフラーにして首に巻き、あちこちの自販機の下に小銭はないかと探し回り、やっと見つけた１００円玉。しかし１００円で缶コーヒーは買えず・・・。また次の自販機を探す。そしてようやく買った温かい缶コーヒーを「飲まずに体にくっつけて走ったよ。」と話す。寝ながら運転していたので、鉄橋の上では、何度も道路で倒れてしまったそうだ。「事故にならずよかった。事件に巻き込まれずよかった。」
しかし、あれから息子は教訓を得た。「母さん、ぼく、これから家を出るときは、お金とコートを着ていくわ。」と常々言っていたものの、よほどこりたのか、それから家出はなかった。

中学生になってユースホステルに泊まりながら、夏休み一人で琵琶湖自転車一泊旅行も行った。大学生になって親に内緒で金をため、バイクで東京から北海道まで野宿一人旅も行った。こんなにたくましく元気に育った息子だが、その原点は、あの小５の家出にあると思う。一人旅で得た知恵。あちこちで温かく接してくださった人々。そのおかげで、たくさんのことを学ばせてもらったのだ。私も、子育てに失敗し、苦悩しながら子どもたちに育ててもらったと感謝している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image1.wmf]

- 3 -

